
連載企画／国土教育シリースPart2

日・米・英・仏・独／教科書で学ぶ「国土とインフラ」

［第14回］日本の中学「社会科」教科書から学131②

一交通インフラが日本の経済成長・地方創生を実現する（中学地理）一

日本全国をカバーする道路網，鉄道網，航路・航

空路網は，わが国の経済と国民生活を支えています。

交通インフラの整備で移動時聞が短縮され，各地域

の産業・経済・生活に大きな変化が生じています。

「地誌学習の充実」が図られた新学習指導要領に基

づく中学校の社会科（地理的分野）教科書は，交通イ

ンフラの重要性と地域間の結びつきについて多くの

気付きと学びの機会を与えてくれます。

交通インフラ整備と地域の結びつき

東京書籍は， ［図］日本の高速交通網の変化（国土

交通省資料ほか），［図］北海道の交通網の変化（国

土交通省資料ほか）など，時間軸を意識した図表を

用いて交通インフラの整備状況・整備効果を説明し

ています。

教育出版も，［図］東京から各地への時間距離か

うみた日本地図の変化（国土交通省資料，清水英範，

井上亮による），［図］東京大阪聞の鉄道による所

要時間の変化（「JR時刻表」ほか），［図］日本の新

幹線網と高速道路網の変化（国土交通省資料ほか）な

ど，時間軸を意識した多様な図表を用いて，交通イ

ンフラの整備状況－整備効果を説明しています。
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教科書の記述例／日本国内の交通・通信
［出典 東京書籍 「新しい社会・地理」（平成23年3月検定）］
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国土学アナリスト 森田康夫

本州四国連絡橋の整備とその影響（中国・四国

地方）

中国 四国地方の地誌では，全ての教科書（東京

書籍，教育出版，帝国書院，日本文教出版）が「本

州四国連絡橋を始めとする高速交通体系の整備とそ

の影響」を大きなテーマとして取り上げています。

帝国書院は，中国 四園地方の交通網の発達の歴

史（海上交通から陸上交通へ），本州四国連絡橋の開

通と生活環境の変化（移動時間の短縮，通勤・通学

者数の増加，救急医療圏の拡大，フ工リ一利用者の

減少），高速道路網の整備と工場立地・就労機会の

創出（週疎対策），高速道路網の整備と栽培野菜の多

様化，高速道路網の整備と観光客の増加芯どに6頁

を割き，図表も多用して「高速交通体系の整備とそ

の影響Jについて詳しい解説を加えています。

教育出版も，中国 四園地方の交通網の発達の歴

史（東西方向かう南北方向へ），本州四国連絡橋の開

通と生活環境の変化（通勤・通学や買い物交通の増

加，徳島一大阪聞の高速パスの利便性向上，地元商

店街の売上減少，フ工り一運行への影響航路廃止），

~五三也τ混必正証る宿本車踊制唱明開店輔
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教科書の記述例／日本国内の交通・通信
［削 教育出版 同 相会 地理 地域にま！
なぶ」（平成23年3月検定） ｜ 
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交通手段の多様化と地方空港の課題（例目石見空港）

など，交通インフラの整備と地域の変化について2

頁を割いて説明しています。また，中国・四園地方

の中心「広島」の発達の歴史（太田川の三角州を干

拓して築城された広島城→明治時代における沿岸部

の埋立て，港の整備→鉄道整備と軍都・広島の発展

→戦後復興と「平和大通り」→市街地の拡大と都市

問題）！こも2頁を割いていますが，この説明は，国

土への働きかけによって政令指定都市・広島がどの

ようにして形成されてきたのかということを学べる

点で，興昧深い記述となっています。

日本文教出版も同様に，中園地方の高速交通網整

備とその影響（週疎地域の活性化のため優先整備さ

れた中国自動車道など） 本州四国連絡橋の開通と

生活環境の変化（通勤・通学者数の増加，四園地方

の農産物・水産物の関西大都市圏への出荷増大，フエ

リーの廃止，地元商店街の衰退）などについて1頁

半を割いて説明していますが，その前段で，都市の

分布と交通網の関係（江戸時代以前の山陽道や現在

の国道2号上に主要都市が分布する／鉄道網と道路

網が政令指定都市・広島市と岡山市の骨格を形成す

る／等）を丁寧に解説しているのが特徴です。

産業の発展と高速交通網の整備（中部地方）

中部地方の地誌では，全ての教科書が「産業の発

展と高速交通網の整備」を主要テーマとして取り上

げています。

日本文教出版は，「農業についてみると，高速道

路の開通によって， 東海や中央高地で栽培された野

菜は，大消費地である三大都市圏に出荷しやすくな

リ，競争力が高まリ ました。工業についても，三大

都市圏への出荷や，ほかの工場への部品の出荷に便

利な東海を中心に，新しい工場の建設が進みました。

中京工業地帯や東海工業地域の発展は，自動車工業

の成長に加えて，高速道路の整備が大きな役割を果

たしています。中央高地の観光業も，交通網の整備

に影響を受けています。新幹線や高速道路を使うこ

とで，観光地までの所要時聞が短くなり，便利にな
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教科書の記述例／中国・四園地方 ：交通網の
整備効果（通勤・通学，物流）

［川市図書院「社会科中学生の地理世界の｜
すがたと日本の国土」（平成23年3月検定） ｜ 

リました。いっぱう，場所によっては日帰リ観光客

が増え，宿泊客がのびなやむなどの課題も発生して

います。」と説いています。

一方，東京書籍は，「北陸地方で最初の政令指定

都市となった新潟市は，新潟港と空港，新幹線，高

速道路どを結ひ、つけ，物流の拠点づくリを進めてい

ます。また， 2008年に東海北陸自動車道が全線開通

し，富山県は名古屋大都市圏と環日本海を結、ぷ役割

が期待されています。」と 物流拠点としての北陸

地方の役割に着目しています。

交通インフラの役割・機能と東京大都市圏の

拡大（関東地方）

関東地方の地誌では，「交通インフラの役割・機

能と東京大都市圏の拡大の歴史Jが主要テ マとし

て取り上げられています。例えば，帝国書院の関東

地方の地誌における記述項目は以下の通りとなって

います。

O日本の交通網の中心「東京」（鉄道，高速道路，

航空路線）

0空間の立体利用（高層ビル，高架の高速道路，

地下鉄）

O東京大都市圏の拡大の歴史（高度経済成長期の

中心部人口集中→郊外の住宅地開発→都心や臨

海部の再開発）

0横浜市の開発の歴史（貿易港か5国際貿易都市

へ内陸部の住宅地開発，臨海部の再開発「み
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「日本の諸地域Jでの交通インフラ教育

東京書籍 教育出版 帝国書｜淀 日本文教出版

［環境問題や環境保全を中核と ［環境問題や環境保全を中核と ［自然環境を中核とした考祭］ ［環境問題や環境保全を中核と

した考祭］ した考祭］ 0全線開通した九州新幹線な した考察］
0高速道路や新幹線の整備， 0九州地方の主な工業の分布 ど九州地方の鉄道の拠点 ・↑専 0九州新幹線の全線開通によ

九州地方
鉄道路線のスピー ドアップ， ←IC工場や自動車工場が高速 多駅，園内及びアジアへの空 る福岡周辺地域への一極集中
高速パス網の整備による所要 道路沿いなど交通の使のよい の窓口 ・福岡空港（本文4行） の可能性（本文2行）
時間の短縮（本文5行） 地域に進出（図） 0輸送に使利な高速道路や空

港近くに立地するIC工場（本文
2行）

［人口や都市 ・村落を中核とし ［人口や都市・村落を中核とし ［他地域との結びつきを中核と ［人口や都市 ・村落を中核とし
た考察］ た考察］ した考察］ た考察］
0本州四国連絡橋を始めとす 0中国－四国地方の交通網の 0中国 －四国地方の交通網の 0者JI市の分布と交通網の関係
る高速道路の整備効果（通勤 ・発達の歴史（東西方向から南北 発達の歴史（海上交通から陸上 （山陽道や国道2号上に分布す

通学，買い物，観光など）（本 方向へ）（本文10行） 交通へ）（本文11行） る主要都市，政令指定都市・
文23行） 0本州四国連絡橋の開通と生 0本州四国連絡橋の開通と生 広島市と岡山市の骨格を形成

活環境の変化（通勤 ・通学や寅 活環境の変化（移動時間の短 する鉄道網・道路網など）（本

い物交通の増加，徳島ー大阪間 縮，通勤 ・通学者数の増加， 文18行）
の高速パスの利便性向上，地 救急医療圏の拡大，地元商店 0過疎開題と過疎地域のくら
元商店街の売上減少，フェリ ー 街の売上減少，フェリ 一利用 しを守る努力（国からの支援を
運行への彩響 ・航路廃止）（本 者の減少）（本文15行） 受けた道路整備，第三セクター

中匡I・
文14行） 0高速道路網の整備と工場立 方式等による鉄道路線の存続，

四国地方
0交通手段の多様化（自動車， 地・就労機会の創出（過疎対策）司1111）＇村aによるコミュニテイノす
鉄道，新幹線，航空機，高速 （本文14行） スとしてのハス路線維持等）
パス等） と地方空港の課題（例・0高速道路網の整備と栽培野 （本文23行）
石見空港）（本文14行） 菜の多様化（本文12行） 0中国地方の高速交通網整備

0高速道路網の整備と観光客 とその影響（過疎地域活性化の
の増加（本文9行） ため優先整備された中国自動

車道など）（本文7行）
0本州四国連絡織の開通と生
活環境の変化（通勤・通学者数

の増加，四園地方の農産物
水産物の関西大都市圏への出

荷増大，フェリ ーの廃止，地
元商店街の衰退）（本文10行）

［歴史的背景を中核とした考祭］ ［歴史的背景を中核とした考祭］ ［環境問題や環境保全を中核と ［歴史的背景を中核とした考察］
0淀川・琵琶湖・瀬戸内海の 0大阪湾ベイエリア地区の再 した考察］ ot111戸市の開発の歴史（貿易港
水illと商業都市大阪（本文12 開発と交通インフラ（関西国際 0京阪神大都市圏における から貿易都市へ，六甲山の北
行） 空港，阪神高速湾岸線）の整備 ニュータウン建設，交通イン 側のニュータウン開発と大阪
0私鉄による沿線開発（郊外住 （本文6行） フラ整備，市街地拡大（本文7 湾の埋立による都市拡張，阪
宅地開発，ターミナル駅周辺 0鉄道沿線の住宅開発（図の解 行） 事11 淡路大震災からの復興，
商業地開発，郊外行楽地開発） 説） 0大阪市の開発の歴史（舟運と 地下鉄建設や都市再開発）（本

近畿地方
と都市の拡大（本文12行） 0東海道新幹線開通や関西国 水路 ・橋の発達，郊外の宅地 文9行）
0神戸市の開発（丘陵地を切り 際空港開港に伴う関西経済へ イヒと鉄道整備，都心再開発）（本 0私鉄による沿線開発（郊外住
開いたニュータウン建設と沿 の影響（本文3+7行） 文11行） 宅地区，都心ターミナル，郊
岸部埋立によるポー トアイラ 0神戸市の開発の歴史（貿易港 外遊園地等）と大都市医lへの影
ンド整備による都市拡張， J血 から国際都市へ，山をけずっ 響（本文7行）
下鉄や布11戸空港の整備）（本文 たニュータウン開発と人工島 0関西国際空港の機能（本文3
1 1行） 整備による都市拡張，琵琶湖・ 行）

淀川水系からのポンプ導水）0鉄道沿線郊外住宅地区の歴
（本文12行） 史（テーマ学習）

［産業を中核とした考察］ ［産業を中核とした考察］ ［産業を中核とした考察］ ［産業を中核とした考察］
0日本アルプスの存在が交通 0東名高速道路や鉄道に沿っ 0高速道路 ・新幹線（鉄道）を 0中央高地 ：高速道路沿いに
の障害となり，三つの地域（東 て発達する東海工業地域（本文 介した名古屋市（都市圏）と他 立地する情報通信機械工場（本
i毎，北陸，中央高地）独自の文 3行） 地域の結びつき （本文4行） 文2行）
化や産業を生んだ（本文8行） 0名古屋市を中心とした鉄道 0中央高地 高速道路・鉄道 0高速道路・新幹線等の交通
0交通路の沿線に連なる都市 網・高速道路網の捻備と名古 援備による観光農業の発達（本 網の整備と産業発展への影響
（東海地方と北陸地方東西方 屋大都市閤（本文5行） 文5行） （東海や中央高地で栽培された
向に連続又は点在。中央高地：0中部国際空港の開港（本文20中央自動車道等の高速道路 野菜の大消費地における競争
トンネルによって接続）（本文 行） 沿いに立地する電気機械工場 力向上，東海地域等における
10行） 0東海地方・農業の発展と立 （本文6行） 新規工場立地，中央高地の観
0中央高地 高速道路整備等 地条件（大消費地名古屋に近 0野辺山原の開拓（土地改良）光業への影響）（本文16行）

中部地方 による観光農業，高原野菜炭 い，高速道路で首都圏 ・京阪 と高原野菜農業（レタス，キャ 0リニアモーターカーが変え
業（レタス，キャベツ）の発展 干111大都市圏に接続）（本文5行） ベツ，はくさい）→保冷技術の る結びつき （コラム）
（本文16行） 0中央高地 ・高速道路の整備 進歩と高速道路利用により東 0名古屋港中部国際空港と
0東海地方 ：名古屋港や中音｜： による観光農業の発達（本文6 京－名古屋都市闘が消費地に 貿易（本文3行）
国際空港からの工業製品の輸 行） （本文10行） 0交通網の整備による三つの
出（本文4行） 0中央高地 。高速道路沿いに 0雪を利用した観光とその変 地域（東海， 北陸， 中央高地）
0北陸地方 ：新潟市の物流拠 立地する電子部品 自動車部 化（上越新幹線と関越自動車道 の結びつき強化（本文3行）
点づくり （新潟港，新潟空港， 品工場（本文3行） の開通によるスキー客の増加 OLRTの走る富山市（コンパク
新幹線，高速道路），東海北陸 新潟県湯沢町）（コラム） トシティ）（コラム）
自動車道の全線開通による名
古屋大都市圏との結びつき（本

文4行）
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［他地域との結びつきを中核と ［他地域との結ぴつきをIt•核 と
した考察｝ した考察］
0東京を中心とする放射状の 0日本の交通網の中心「東京」
交通網（新幹線，高速道路，東 （東京駅と新幹線，高速道路，

京国際（羽田）空港と成田国際 東京国際（羽田）空港と航空路

空港，東京湾岸の貿易港）（本 線）（本文7行）
文8行） 0副都心（新宿，渋谷， 池袋な
0@/&1.通学園と都市機能の どの鉄道ターミ ナル）と臨海副
分散（地下鉄と郊外鉄道の直 都心の再開発（本文10行）

通運転→通勤 ・通学園の拡大， 0東京大都市圏の拡大（東京へ
通勤混雑→「みなとみらい21」 の人口集中→郊外の住宅地開

「幕張新都心」「きいたま新都 発，ニュータウン建設，東京

心」の建設，「筑波研究学園都 を中心と した放射状の鉄道網

市」建設と新たな鉄道路線開 や高速道路の整備→郊外の都

通）（本文16行） 市どうしを環状に結ぶ交通の
0北関東工業地域・匡l道など 整備）（本文23行）
を利用して東京大都市圏や東 0者r，心機能の移転（「幕張新都
京湾岸の貿易港に輸送→；｜ヒ関 心」， 「さいたま新者II心」， 「み

関東地方 東自動車道の開通により常陸 なとみらい」）（本文7行）

郎珂治経由で（本文8行） 0北関東工業地域：高速道路
01，見川国際空港や東京港 :tg/ インターチェンジ周辺に立地
i)¥i住＝1:1本有数の貿易港（本文 する工業団地（本文9行＋写真－
,1行） 図解説）

OW，；（を中心として全国に向 Ot!.t界との交通の拠点（横浜
かつて欣射；｜犬にのびる高速道 港＝日本有数の貿易泌，成田

並行や鉄道→人やものの移動が 国際空港＝日本最大の貿易港）

活発（本文4行） （本文10行）

［生活・文化を中核とした考察］ ［生活・文化を中核とした考察］

0新幹線や高速道路の沿線に 0東北自動車道や東北新幹線
集中する者1，市と人仁l。東北新 などにより首都圏とも結ばれ

幹線の'i'ici'X:延イqiにともなう地 る政令指定都市「仙台市J（本
域発展への期待（本文8行） 文3行）
0東北自動車道に沿って立地 0高速道路沿いや空港付近に

東北地方 する工業団地（IC・ 半導体／ 立地する電子・電気機器／自
電子機械／自動車工場）（本文4動車工場（木文6行）
行）

0東京と新幹線で2時間程度で
結ばれているため，関東地方
からも多くの観光客が訪れる
仙台市（本文2行）

［自然環境を中核とした考察］ ［自然環境を中核とした考察］

0電熱線や温水パイプの熱で 0流雪i持や雪堆積場，道路の
雪を とかすロードヒーティン ロードヒーティ ングなど（本文

グ（本文3行） 4行）
0北海道の航空交通の拠点・ 0観光による地域活性化と交

北海道地方 新千歳空港（新千歳羽田聞は 通（世界遺産知床半島周辺の交

国内線で最も利用者が多い路 通網の課題，道内での新幹線

線）（本文4行） 建設の期待と財政負担の課題

など）（本文9行）

※ ［ ］内書きは各地方の中核テーマ（考察の仕方）
※交通インフラ （関連する都市開発・面整備を含む）に関する記述を取り上げ。

なとみらい21」）

｛人口や都市 ・村落を中核とし ［他地域との結びつきを中核と

た考察］ した考察］
0日本の交通網の中心 「東京j0交通網（東京国際（羽田）空港
（鉄道，高速道路，航空路線、）（本 と航空路，新幹線，高速道路）

文5行） によって多くの人や物が集ま

0空間の立体利用（高層ビル， る関東地方（本文6行）
高架の高速道路，地下鉄）（本 0東京大都市圏の形成(ii白星者1,
文5行） 市，ニュータウン建設，東京

0東京大都市圏の拡大の歴史 を中心とした鉄道網や高速道
（高度経済成長期の中心部人口 路の整備，横浜 ・千葉 ・さい

集中→郊外の住宅地開発→都 たま市におけるオフィス街整

心や臨海部の再開発）（本文18備）（本文10行）

行） 0関東内陸工業地域高速道
0相i浜市の開発の歴史（貿易港 路沿いに立地する工業団地（本
から国際貿易都市へ，内陸部 文4行）
の住宅地開発，臨海部の再開 0関東地方の工業と貿易港（成
発 「みなとみらい21」） （本文 回国際空港や東京港 ・横浜港）

10行） （本文4行）
0者IS市1:11題を解決する試みと 0日本最大の貿易港，成田国
しての中心部の再開発と新都 際空港（コラム）

市建設（筑波研究学園都市，幕 0地域の結びつきの変化を見
~lミ新者IS心，さいたま新都心）（本 る（川崎市中原区 ．鉄道路線整
文12行） 備，武蔵小杉駅再開発）（テー

0東京大都市圏のまわりの変 マ学習）
化（高速道路沿いのアウ トレ ッ
トモールやショッピングセン

ター，圏央道・北関東自動車
道等の大都市環状道路の整備）

（コラム）
0北関東工業地域’高速道路
沿いに立地する機械工場（本文

10行＋コラム）
0群馬県嬬恋村のキャベツ栽
培，房総半島南部の花の栽培
保冷技術の進歩と高速道路整
備により東京大都市闘が消費

地に（本文7行）

［生活・文化を中核とした考察］ ［生活・文化を中核とした考察］

0高速道路沿いに立地する工 0交通網の整備と工業の発展
業団地（本文4行） （交通の使のよい内陸部を中心
0 仙台中心自｜；の道路沿いの に工場が立地）（本文8行＋図）
「けやき並木」（本文10行） 0東北地方の交通網整備と関
0東北地方の交通網の中心 東地方との文化的な結びつき
「仙台」（高速道路，新幹線，の強化（結果として，東北地方

高速パスターミナル，仙台空 の文化の地域差が少なくなる
港）（本文4行） 原因に）（本文6行＋図）

［歴史的背景を中核とした考察］ ［自然環境を中核とした考察］

O北海道開拓の歴史（きびしい 0札幌市の発展と新千歳空港
自然環境の克服に対する苦労 の活用（新千歳一東京間の航空

とさまざまな工夫，農業の発 路の利用者数は世界有数）（本

展，天然資源の開発，工業の 文6行）

発達，都市建設，鉄道整備（本 Oim＼水パイプやm熱などで凍
文16行） 結をl坊ぐロードヒーティング
0計画的につくられた都市（碁 （本文3行）
盤の目のような街路が多くみ
られる北海道の都市 「札幌」

「旭川」など）（本文11行）

圏央道 ・北関東自動車道等の大都市環状道路の

整備）（コラム）0都市問題を解決する試みとしての中心部の再開

発と新都市建設（筑波研究学園都市，幕張新都

心，さいたま新都心）

0北関東工業地域．高速道路沿いに立地する機械

工場

0東京大都市圏のまわりの変化（高速道路沿いの

アウトレットモ ルやショッピンク、センター
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り東京大都市圏が消費地に

東京オリンピックと交通インフラ

2020年，東京で56年ぷりと芯るオりンピック－

パラりンピックが開催されます。オリンピック・パ

ラリンピック東京大会の開催は，東日本大震災から

復興した力強い日本の姿を示すとともに，世界を代

表する成熟都市になった東京を世界に発信する絶好

の機会にもなります。

大会を成功に導くため，首都圏空港の機能強化，

空港アクセスの改善，道路ネットワーク（首都圏3

環状道路，環状第2号線臨港道路南北線空港等）

の整備が必要不可欠ですが，こうした交通インフラ

の整備は大会の成功に資するだけでなく，今後の日

本経済の生産性向上に大きく寄与することが期待さ

れます。

事実， 1964年東京オリンピックに関連して整備

された東海道新幹線，首都高速道路，東京モノレー

ル等の交通インフラは，高度経済成長期以降の日本

国民の生産性向上に大いに貢献してきました。

東海道新幹線の2014年度の輸送人員は約1億

5700万人と過去最高を記録，旅客輸送人キ口は

500億人キ口を突破しました。現在，「のぞみ」は

東京駅～新大阪駅聞を最速2時間22分で結んでい

ます。さうに，全国をネットワークする新幹線網

は，フル規格6路線（言十2.616km）とミ二新幹線2

路線（言十276km）が営業中で 利用者数は年間で3

億4000万人（2014年度）に上ります。新幹線が

登場して半世紀。高速化と路線の拡大を通じて，新

幹線は日本経済をけん引してきました。

首都高速道路についてみると， 1964年のオリン

ピック開催までに建設された高速道路の延長は30

km程度でしたが， 2015年3月7日には中央環状線

が全線開通し，現在では開通総延長が31OIくmを超

え，全日平均で約94万台／日もの交通量を担って

います。首都高速道路は今や，首都圏だけでなく，

日本経済にとって欠くことのできない存在になって

います。
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教科書の記述例／中部地方：交通網の整備効果
（農業，観光，物流）

［叫：日本文教出版 「中学社会 地理的分野J]
（平成23年3月検定）

東京モノレール羽田空港線は，現在，東京都心と

東京国際空港（羽田空港）を結131アクセス路線とし

て，モノレール浜松町～羽田空港第2ビル聞を普通

列車では約23分，「空港快速」では約18分で結ん

でいます。また，急速芯都市化の進む東京湾沿岸に

あって，最近ではオフィスビルや高層マンションが

多く建設されるようになり，通勤－通学，生活の足

としてなくてはならない交通機関にもなっていま

す。

交通インフラの整備が，わが国の経済，国民の生

活を支えているのです。

［本原稿は2016年3月16日に入稿したものです］

編集委員の交替

本誌の編集企画にご尽力いただいた，土谷

正氏（BASFジャパン（槻）は4月号をもって退

任されました。ここに氏のご協力・ご支援に

対し感謝の意を表します。

なお，後任には戸上郁英氏（日本シーカ附

技術研究所コンクリート商品開発グループ

シニアエンジニア）が就任されました。

［編集部］
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